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論文内容の要旨

本論文は，高密度磁気記録電磁変換に関する研究の成果をまとめたもので. 5 章からなっている白

第 1 章は序論であって，本研究の背景について概説するとともに 本研究に関連する従来の研究の概

要ならびに問題点を示し 著者が行った研究の目的と意義とを述べて 本論文がこの分野において占め

る地位を明らかにしたものである。

第 2 章は.機械加工で形成したノカレク形磁気へ‘y ドを用いた高密度磁気記録に関する研究について述

べたものである白すなわち まず従来の問題点を抽出し ヘッド性能指数等の新しい概念を導入してヘ

ッドコア部の最適設計を行っている。また， トラック幅が15μm程度以下になるとトラック端部の磁束

の乱れの影響が電磁変換特性に顕著に現われてくること等を明らかにするとともに トラック端部の記

録領域の拡りを求める実験的手法を考案し.その手法を用いて記録レベルと記録領域の関係を与える実

験式を阜、てしゅ白さらに，ギャップ長およびギャップ深さの議十法を示し.最適設計値を求めてし喝。

一万ヘッドの低浮上量化に伴って生ずるヘッドと媒体の間欠接触によるヘッド欠けの問題に対処するた

めコア側面部をスバッタ薄膜で強化したヘッドの開発等を行い その有効性を明らかにしている白また，

特性ぱらつきを低減するために，新しいコアを考案・開発し，従来の記録電流のばらつきによる特性ぱ

らつきをほぼ完全に解消している白これらの技術を集約して世界最高の容量および面記録密度を有する

800 メガバイト磁気ディスク装置の実用化に成功している白ついで，連続膜記録媒体を用いた3.2 ギガ

バイト磁気ディスク装置用のバルクヘッドについて考究し，その電磁変換部の設計に関連して，新たに

高密度領域における電磁変換特性式の改善を行い，その妥当性を実証している。また，新しく Mn-Zn

ヘッドを採用して従来の Ni -Zn ヘッドに対する優位性を明らかiとするとともに，機械加工限界まで狭
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トラ・ソク化，小形化を行い，低インダクタンス化{高周波化)を達成して，世界最高の面密度を実現し

ている白さらに，磁気シーノレドの最適化を研究してクロストークの低減を図り，従来不可能とされてい

たサーボコアとデータコアを同一アーム上に塔載する混載へ‘ソドを闘発し，ヘッド本数の低減や媒体使

用効率の向上を実現して装置の小形化を達成しているロ

第 3 章は.イオンエッチングヘッドを用いた高密度磁気記録に関する研究について述べたものである。

すなわち.従来の機械加工ヘッドの狭トラック化の限界を打破するとともに 任意形状のスライダ加工

が可能で.高安定浮上スライダを実現し得る新しいイオンエッチング加工による磁気ヘッドの開発を行

い，最適マスク材の選定やイオンエッチング条件の確立等を行うとともに，微量水分を導入する方法等

によりフェライト材とマスク材の大きなエッチング速度比を実現してエッチング量の長時間安定性を得

ている。また イオンエッチングヘッドの最適設計を行うための解析法を確立し被イオンエッチング

部における桟存記録再生ギャップの作用やオフトラマク特性等を解明して，最適設計条件を見出してい

る。さらに，銭存ギャップ部の拡大をレーザー補助加工によって達成するとともに.その場合のオフト

ラック特性の解析法を確立している。最後に，イオン工、y チングヘッドを 800メガバイト磁気ディスク

装置用磁気へ・ソドとして実際に試作.実験し.従来のバルクヘッドと同等もしくはそれ以上の特性がよ

り簡易かっ安価に得られることを実証している白

第 4 章は.浮動式薄膜磁気へ・y ドを用いた高密度磁気記録に関する研究について述べたものである。

すなわち.従来の機械加工へ、y ドの高周波限界および加工限界を克服するために，薄膜技術のみでヘッ

ド電磁変換部およびスライダ部を形成する新しいヘッド形成法を開発し.適当な構成材料を選定すると

ともにその設計・構成法，最適形成条件等を検討して，高周波特性および浮上安定性に優れた全く新規

な薄膜磁気ヘッドを実現している。また‘乙の新しい薄膜磁気ヘッドは， トラックやギャップの微小す

法化および形状寸法の高精度化が容易でかつ良好な磁気特性を利用することができ. Mn ー Zn ヘッドよ

り 100 bi t 以上の高記録密度化が図れるうえ. バッチ加工処理が可能で量産性に富み.かっ品質が安

定で歩留りが高いため製造コストは従来の数分のーで済むという利点も有すること等を明らかにしてい

る。

第 5 章は結論であって，本研究によって得られた成果を総括して述べたものである白

論文の審査結果の要旨

本論文は，高密度磁気記録電磁変換に関する一連の研究の成果をまとめたものであって，その主要な

成果を要約すると次のとおりである白

すなわち，従来の機械加工によるバルクヘッドの問題点を抽出し，詳細な理論的ならびに実験的検討

を加えて最適設計法を確立するとともに 種々の技術的考案を行い，世界最高の記録密度を有する 800

メガバイトおよび 3.2 ギガバイト磁気ディスク装置の電磁変換部を完成させている口ついで，機械加工

によるバルクヘッドの狭トラック化の加工限界を打破して一層の高記録密度化を図るため，新しくイオ
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ンエ・y チングによるヘッド加工法を考案・開発し，イオンエッチングヘ・ソドの諸特性を理論的に解明し

てその最適設計法を確立するとともに 製法についても最適形成条件の解明や加工の長時間安定法の考

案等を行って.きわめて高精度の狭トラック幅加工を実現している。また，種々の技術的創案を行って

オフトラック特性の改善や浮上特性の安定化を達成し，実際K本ヘッドを 800 メガノイイト磁気ディス

ク装置に塔載して試験を行い その実用性と有効性を確認している白

さらに，パノレクヘッドの加工歩留り限界および高周波特性等の各種特性の限界を克服するために，薄

膜技術のみで磁気ヘッドを形成する新しいヘッド形成法を考案・開発し その設計法ならびに製造法を

確立して，従来のバルクヘッドにくらべて数分のーの低価格ではるかに勝れた高記録密度特性を有する

全く新規な薄膜磁気ヘッドを実現している白

以上のように，本論文は電子計算機用記憶装置として最も重要な磁気ディスク装置の高密度化を.主

として電磁変換部に関する詳細な理論的ならびに実験的研究と数々の独創的な工学的考察・開発とによ

って達成し，その設計理論ならびに製造技術を確立して.既存の磁気ディスク装置の記録密度限界を大

幅に越える高記録密度磁気ディスク装置を実現したものであって 情報工学ならびに電子計算機工学の

発展に寄与すると乙ろが多い白よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める白
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